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不知庵 -SHIRAZUAN- 場所と亭主を選ばない茶室

▲アクソメ図
床ユニット、障子、襖などは、様々な種類があり、
亭主のオーダーによって変えられるようになって
いる。炉畳もユニット化されており、炉の位置を
変更したり、普通の畳に差し替えることで、寄付
や腰掛けとしても使用することができる。また、
一部の部材が腐食、破損した場合、その部分のみ
の交換で対応できる。

公園にも 街中にも

学校にも

室内にも

▲立面図 S=1:50

▲平面詳細図 S=1:20 ▲断面図兼展開図 S=1:50

入母屋屋根は
心地よい風を呼びこむ。

母屋の方向により
光の入れ方をコントロール。
床の間や亭主の手元を
明るく照らす。

風

のれんに映るのは
木々の揺らぎだったり
人々の会話だったり。

のれんによって
緩やかに切り取られた
特別な空間。
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仮設という茶室のカタチ
良い茶室は何度も解体と移築を繰り返し、

様々な人に楽しまれてきた。 そんな茶室の

性質は現代の建築のカタチにも通ずるものが

ある。 この茶室は、 木のユニットを組み合わ

せて作るため大人が二人いれば組み立てら

れる。 大工を必要としないこの茶室は様々な

場所に出張して、 様々な人に楽しんでもらえ

るだろう。

亭主の趣向に寄り添う
また、 この茶室は亭主の趣向に寄り添うこと

ができる。 茶の湯は、 亭主によってもてなし

方や道具が変わるもの。 茶室自体において

も同様である。 床の位置や炉の配置、 光の

取り込み方や方角。 亭主が変わるごとに茶

室も姿を変えるのが理想である。 そこで、 床

や炉などは固定せず全てユニット化し、 倹飩

を利用して設置する手法をとった。 最終的な

茶室の “完成” は亭主にゆだねることで、

それぞれの茶の湯のカタチを突き詰めること

ができる。 これが現代の茶室のカタチではな

いだろうか。

躙り口に成り代わる “のれん”
もう一つ、茶室の重要な要素である “躙り口”

について考える必要がある。 躙り口は 「躙り

入る」 という動作を求めることで、 身分の差

にかかわらない対等な場への変換を促す役

目があった。 しかし現代では 「躙り入る」 と

いう行為だけが礼儀を表すものではない。 そ

こで、躙り口の役割を担うものとして “のれん”

を用いる。 「躙り入る」 という動作を、 暖簾を

くぐるときの 「頭を下げる」 という動作に置き

換えることで、 対等な場への変換を促すこと

ができる。 のれんを現代の茶室の重要な要

素として提案する。


